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　　a. エイサーエイサー　 サーエイサー　ヒヤルガエイサー スー リサーサー






　b3. エイサー　　　　　サーエイサー　ヒ（イ）ヤウリサーサー スー リサーサー



























































































































































































































































































































































































































































































タ イ ナ ン プ
ineapple」
もよく歌われる。仕事に絡めて「アラ副
フク
業
ギョー
的
テキ
ヤラヤー」という囃しを歌うとこ
ろにも特徴がある。今帰仁村でもエイサーに取り入れられているので、この歌
が本部一帯で地元の仕事を歌う歌として流行したことがわかる。しかし、当の
瀬底ではこの歌をエイサーには取り入れてはいない。また、伊野波では「副業〜」
という囃しはなく、伊野波を讃える歌となっている。
　以上のように、本部町の同系旋律には歌詞や囃し詞に様々な違いがあり、特
に旧本部町と旧上本部村とで違いが大きいことが明らかとなった。また、《念仏》
の歌詞や囃し詞、《テンヨー》の歌い方、《ダンク節》の囃し詞などが渡久地辺
りの集落では比較的類似しており、近隣の瀬底や崎本部などと異なっているこ
とも注目すべき点であろう。その他、今帰仁村や名護市などに隣接する地域で
はそれぞれの影響を受けたと考えられる歌詞や旋律が多くみられ、本部町の伝
承とは異なる面がある。今後、各集落間のレパートリィや前囃しのあり方、踊
りなどを検討することでこうしたことがより明確になっていくであろう。
３．まとめ
　以上、本部町のレパートリィをまとめ、名護市や今帰仁村のものとも比較し
ながら、そのありようを述べてきた。《念仏》をはじめ、主要な曲の多くは名護市、
今帰仁村とも共通である。しかし、両地域で主要な曲が本部町ではそうではな
い例も多く、瀬底から名護にエイサーが伝わったにも拘わらず、そうした曲が
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多いことからは、伝わった時期とそれ以後の導入に関して曲の流行時期のズレ、
曲の地域での役割などの違い関わっていることが示唆できた。また、《糸満人》《遊
ビヌ清ラサ》《副業節》など、両地域にはない曲が本部町にあって、特徴あるレパー
トリィを形成していることも明らかとなった。
　次に、主要曲の中でも本部町内に相違点が多い曲について相違点と伝承地を
軸に検討した結果、相違点は囃し詞の部分に多くみられ、地域的には旧上本部
村と旧本部町で大きく分かれること、また、渡久地を中心とする一帯と瀬底と
は距離的には近いけれど異なる面があること、今帰仁村や名護市に接する伊豆
味や具志堅などでは本部町内でのまとまりを持ちつつも今帰仁村や名護市のエ
イサーの影響も大きく受けていること、などが明らかになった。
　現本部町が旧本部町と上本部村に分かれていたのは24年間である。そもそも
地理的に離れたところではあるが、これまで名護市や今帰仁村などを検討した
結果として、青年会のまとまり、地域内でのコンクールなどがエイサーのあり
方に大きく作用することも明らかであるので、今後はその辺りについての調査
をする必要がある。
　さらに、本論では触れられなかった踊り方−−進行方向、所作の単純さと多
様さ、縦列になる踊りの分布−−なども曲のあり方と同じようなまとまりや影
響関係を示すのではないかと思われる。また、地域における曲のあり方などは、
その曲の日常の扱いや村踊での位置などを明確にしていくことで幾らか明らか
になると考えられる。今後はそうしたことを検討しながら、本部半島全体につ
いての検討を進めていきたい。
註
１． 名護市は、名護地区・屋
や
部
ぶ
地区・羽
はね
地
ぢ
地区・屋
や
我
が
地
ぢ
地区・久
く
志
し
地区からなる。本稿では、
本部半島の付け根の名護地区及び屋部地区を名護市西部とする。
２． 名護市西部のエイサーについては、「名護市の手踊りエイサー−本部町・今帰仁村との
比較を通して−」（2002）、「沖縄県名護市名護地区のエイサーと本部町瀬底エイサーと
の関係」（2010）、今帰仁村のエイサーについては「今帰仁村のエイサー−今泊・兼次・
沖縄県本部町の手踊りエイサー　伝承の概要と音楽的特徴
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崎山の資料化を通して−」（1997）、「今帰仁村の手踊りエイサー」（2008）等で検討して
きた。
３． 集落に拝所がある場合は、そこからエイサー廻りを開始する字が多い。また、本土の念
仏踊りとは異なり、「不幸（＝不祝儀）のあった家」には行かない。
４． 名護市大
おお
兼
がね
久
く
、世
よ
冨
ふ
慶
け
、宮
みや
里
ざと
、為
びい
又
また
などにそうした伝承がある。
５． 《目出度イ節》と《十七八節》は石嘉波の曲である。
６． 山里の２回目の復活については、1989年という字誌の記載と当時の青年会副会長の話と
に数年のズレがあるが、ここでは青年会副会長の話にしたがった。
７．「まがやー七月舞」は、《仲門兄》の歌詞を逐一当て振りにする滑稽な踊りである。
８． 名護市は、本調子は　名護地区‥‥世
よ
冨
ふ
慶
け
・東
あがり
江
え
・城
ぐすく
・大
おお
東
ひがし
・大
おお
中
なか
・大
おお
西
にし
・大
おお
南
みなみ
・大
おお
北
きた
・宮
みや
里
ざと
・為
びい
又
また
、屋部地区‥‥中
なか
山
やま
・宇
う
茂
も
佐
さ
・屋
や
部
ぶ
・旭
あさひ
川
かわ
・勝
かつ
山
やま
・山
やま
入
の
端
は
・安
あ
和
わ
の17区、
一二揚は、大西を除く16区を検討の対象とした。今帰仁村は、西部‥‥今
いまどまり
泊・東
あがりうえばる
上原・
兼
かね
次
し
・諸
しょ
志
し
・与
よ
那
な
嶺
みね
・仲
なか
尾
お
次
し
・崎
さき
山
やま
・平
へ
敷
しき
・謝
じゃ
名
な
・越
こえ
地
ち
、東部‥‥呉
ご
我
が
山
やま
・玉
たま
城
しろ
・仲
なか
宗
そ
根
ね
・勢
せ
理
り
客
きゃく
・天
あめ
底
そこ
・湧
わく
川
がわ
・渡
と
喜
き
仁
じん
・運
うん
天
てん
・上
かみ
運
うん
天
てん
の19集落を対象とした。
９． 名護地区と瀬底のエイサーについては、「沖縄県名護市名護地区のエイサーと本部町瀬
底エイサーとの関係」（2010）で検討している。
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